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平成２７年度 大学コンソーシアムやまがた事業報告書 

 

 

 

  大学コンソーシアムやまがたの顔となる事業  

（担当：企画会議） 

 

１ 「高等教育山形宣言」プロジェクト 

   平成２２年２月２３日に発表した「ゆうキャンパス－学長等共同宣言 美しい山形から「もう一つ

の人づくり」を目指して」の内容を実現するため、学生が企画・実施する「大学コンソーシアムやまが

たの顔となる事業」を３件実施。 

 

○平成２７年度 採択プロジェクト一覧 

１．企画名：学び場プラス ～夏の集中特訓～ 

  団体名：学び場プラス 代表 杉浦 和貴子（山形大学） 

 目 的：経済的理由等により、塾に行きたくても行けない子どもの学習をサポートし、山形県に

住む子どもの教育機会の均等化に学び場プラスが貢献する。その結果として、山形に

住む子ども達が自己肯定感を少しでも向上させる機会をつくりだす。 

 内 容：高校受験生と大学受験生を対象に、生徒に応じて苦手科目の克服、得意科目を伸ばす

学習活動を夏休みの一週間という集中した期間に行う。 

 助成額：８１，７１９円 

  期 間： ８月１７日～ ８月２１日 

  会 場：山形県総合社会福祉センター 

   

２．企画名：地域活性化の触媒～SCITA～ ～育て！東北の科学魂～ 

  団体名：山形大学SCITAセンター学生スタッフ 代表 須藤 良太郎（山形大学） 

 目 的：山形県内の幅広い年齢の方々に、科学実験を通して科学の楽しさを体験してもらうことで、

たくさんの人びとの好奇心や探求心を育む。 

学生スタッフ自身のコミュニケーション能力向上及び自主性の向上を図ることで、地域社

会へ貢献できる活動を目指す。 

  内 容：・山形大学SCITAセンター内でのクラゲ等の飼育体験 

      ・モンテディオ山形のイベント、尾花沢ふれあいまつりでは、スチロール樹脂の特性を利用

したキーホルダーを作る実験 

      ・日本一の芋煮フェスティバルでは、偏光板を用いた万華鏡を作る実験など 

  助成額：１５０，０００円 

  期間等：平成２７年８月７日～平成２８年３月３１日 

  会 場：山形大学SCITAセンター、山形県総合運動公園、尾花沢サルナート、山形市馬見ヶ崎河原等 

 

３．企画名：Art×技術で創造 ～人と場所が繋がるまちづくり～ 
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  団体名：長井まちづくりＭＫＴ 代表 大場 恵美菜（山形工科短期大学校） 

 目 的：長井市はかつて最上川の舟運で栄えた事で歴史的建築物が多く残り、また水と緑が豊

かなまちであり地域資源が豊富である。しかし、近年人口減少が明らかであり商店街

の衰退も著しいため、地元では、地域住民同士や観光客などとの交流を盛んにする事

で地域づくりを目指している。 

     そこで、山形工科短期大学校のまちづくりに関心がある学生有志グループ「長井まち

づくりＭＫＴ」が、地域住民と関わりながらそれぞれの企画・実行を行い、長井のま

ちづくりのさらなる活性化に寄与する。 

  内 容：(1) 鍋カフェプロジェクト 

        長井 1000 人いも煮会の大鍋展示場の活用を定着させるため、そのコーディネート

を学生がおこなう。 

      (2) ものづくり行灯プロジェクト： 

2 月 6 日に行われる「ながい雪灯り回廊まつり」とタイアップして行灯をつくり, 

日中から祭りの雰囲気つくり・宣伝塔としての役割を兼ね揃えた行灯を 10 基前後

作成、設置することで観光客の減少する冬場の新たな見どころを、モノづくりの観

点から提案し、祭りに彩を添える。 

      (3) 花を活かしたまちづくり： 

長井のキャッチフレーズである「水と緑と花のまち」に関心をもち理解してもらう

ために、⑵と同じく「ながい雪灯り回廊まつり」で大町の路地を借りて「ドライフ

ラワー」を使った冬にマッチさせた花の路地を提案し、地域活性化を図る。 

  助成額：１１０，９９８円 

  期間等：平成２７年１１月１日～平成２８年２月６日 

  会 場：長井市内 

 

２ 企画会議主催・共催プロジェクト 

   「ゆうキャンパス･ステーション」を中心に、「大学コンソーシアムやまがたの顔となる事業」を企

画・実施する。 

 

（１）「やまがた夜話」  

５月～２月の毎週水曜日（変則開催有）18:30～19:30に「ゆうステ」で開講。 

 

延べ参加人数 １，３７６人（前年度 ９２４人） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   テーマ及び講師は以下のとおり。 
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  平成２７年度「やまがた夜話」実施一覧  

  ●５月 テーマ：山形ゆかりの人びと －近代編１－ （全４回）    

 
回

数 
期  日 題      目 氏  名 所 属 ・ 職 名 

参加 

者数 
 

 1 ５月１３日（水） 三島通庸 －山形を近代化せよ－ 山本 陽史 
山形大学基盤研究院

教授 
48  

 2 ５月１５日（金） 土門 拳 －知られざる旧制中学時代— 山本 陽史 
山形大学基盤研究院

教授 
35  

 3 ５月２１日（木） 
斎藤茂吉 －北杜夫「楡家の人びと」の

モデルとして－ 
山本 陽史 

山形大学基盤研究院

教授 
40  

 4 ５月２７日（水） 真壁 仁 －「峠」の彼方へ— 山本 陽史 
山形大学基盤研究院

教授 
40  

          163  

  ●６月 テーマ：山形の森の力  （全４回）       

 5 ６月３日（水） 
今秋のやまがたのブナ林は大豊作！？ 

－豊凶予測の開発と使い道ー 
小山 浩正 

山形大学農学部森林

コース教授 
35  

 6 ６月１０日（水） 山の動物たちとどう付き合うか？ 江成 広斗 
山形大学農学部森林

コース准教授 
42  

 7 ６月１７日（水） 僕が見てきた世界の森・木・ヒト ロペス・ラリー 
山形大学農学部森林

コース准教授 
33  

 8 ６月２４日（水） 
モリノミクスの未来 －木質バイオマスの

可能性— 
菊地 和博 

山形大学農学部森林

コース教授 
30  

      140  

  ●７月 テーマ：草木塔（Ⅲ）－草木塔と日本人の心－  （全４回）     

 9 ７月１日（水） 草木塔と歴史（Ⅲ） 伊藤 清郎 山形大学名誉教授 30  

 10 ７月８日（水） 草木塔と出羽三山信仰（Ⅲ） 岩鼻 通明 山形大学農学部教授 20  

 11 ７月１５日（水） 草木塔と民族（Ⅲ） 菊地 和博 
東北文教大学短期大

学部教授 
23  

 12 ７月２２日（水） 草木塔と東日本大震災（Ⅲ） 村松  真 
山形大学東北創生研

究所准教授 
20  

      93  

  ●９月 テーマ：医者の眼からみた文学者たち  （全４回）     

 13 ９月１日（火） 
北原 白秋 「糖尿病合併症の視力障害

で、薄明失明の世界」 
八幡 芳和 

山形県立米沢栄養大

学健康栄養学部教授 
36  

 14 ９月８日（火） 

正岡 子規 「肺結核から脊椎カリエス併

発し、下肢の激痛運動麻痺でまさに病床

六尺の世界」 

八幡 芳和 
山形県立米沢栄養大

学健康栄養学部教授 
30  

 15 ９月１５日（火） 
斎藤茂吉  「心弁膜症、心房細動による

脳梗塞での不自由な車椅子生活」 
八幡 芳和 

山形県立米沢栄養大

学健康栄養学部教授 
29  
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 16 ９月２９日（火） 
小林 一茶 「高血圧から脳出血での不

自由な神経麻痺の生活」 
八幡 芳和 

山形県立米沢栄養大

学健康栄養学部教授 
27  

      122  

  ●１０月 テーマ：山形県内の歴史的な建物や町並みについて（全４回）   

 17 １０月７日（水） 

文化財建造物の指定・登録の最新事例

（その 1）鳥海月山両所宮随神門および

県内の二階建て山門 

小幡 知之 
山形工科短期大学校

副校長・教授 
38  

 18 １０月１４日（水） 

文化財建造物の指定・登録の最新事例

（その 2）フラワー長井線 羽前成田駅・

西大塚駅 

小幡 知之 
山形工科短期大学校

副校長・教授 
25  

 19 １０月２１日（水） 

豪雪への備えから見た雪国山形の幻の

町並み（その１）～絵図と古文書から探

る～ 

菅原 邦生 
山形工科短期大学校

准教授 
38  

 20 １０月２８日（水） 

豪雪への備えから見た雪国山形の幻の

町並み（その 2）～雪国新潟との比較か

ら～ 

菅原 邦生 
山形工科短期大学校

准教授 
30  

      131  

  ●１１月 テーマ：放送大学客員教授による “いろいろ教養講座”  （全７回）   

 21 １１月４日（水） 台湾で８月１５日に考えた戦後７０年 山本 陽史 
山形大学基盤研究院

教授 
37  

 22 １１月１０日（火） 遊びから考える母親・父親の役割 森  直樹 
山形県立保健医療大

学准教授 
23  

 23 １１月１１日（水） 水素社会を化学で考える 栗山 恭直 山形大学理学部教授 24  

 24 １１月１７日（火） 地域間交流と地域づくり 下平 裕之 
山形大学人文学部教

授 
20  

 25 １１月１８日（水） １８，１９世紀イギリスの徒歩旅行 小田 友弥 山形大学名誉教授 31  

 26 １１月１９日（木） 
年輪に記録された放射性炭素と年代測

定 
櫻井 敬久 

放送大学山形学習セ

ンター／山形大学名

誉教授 

21  

 27 １１月２４日（火） 家庭教育について考える 佐藤 宏平 
山形大学地域教育文

化学部准教授 
22  

      178  

  ●１２月 テーマ：数学の話あれこれ （全３回）    

 28 １２月２日（水） 山形の和算家 脇 克志 山形大学理学部教授 29  

 29 １２月９日（水） トランプの数理 石渡 聡 
山形大学理学部准教

授 
28  

 30 １２月１６日（水） 男女間の公平なマッチングを決める 深澤 知 
山形大学理学部准教

授 
22  

      79  
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  ●１月 テーマ：月山を学び、地域を知る （全４回）    

 31 １月６日（水） 月山の地形と景観を読み取ろう 八木 浩司 
山形大学地域教育文

化学部教授 
66  

 32 １月１３日（水） 
文学者の”月山”－山形県出身者篇 周

平と茂吉－ 
田中 秀樹 月山マイスター 61  

 33 １月２０日（水） 月山と自然災害 大類 正法 月山マイスター 58  

 34 １月２７日（水） 月山と火山 奈佐 國男 月山マイスター 51  

      236  

  ●２月 テーマ： やまがた、おらだの仏像 （全４回）   

 35 ２月３日（水） 
やまがたに仏像は何体ある？ ～仏像

の制作背景、本県所在仏像の魅力～ 

渡邉 真吾 

山下 英一 

東北古典彫刻修復研

究所副所長 

東北芸術工科大学教

授 

67  

 36 ２月１０日（木） 
仏像の裏側 ～体内納入品、墨書銘か

ら見える祖先からのメッセージ～ 
渡邉 真吾  

東北古典彫刻修復研

究所副所長  
53  

 37 ２月１７日（水） 
やまがたの仏師たち ～江戸時代の仏

師に求められたもの、迫る文明開化～ 
足立 収一 

東北古典彫刻修復研

究所所員  
52  

 38 ２月２４日（水） 
仏像存亡の危機 ～仏を護り守られる人

々の活動、仏像はなぜ残るのか～ 
渡邉 真吾  

東北古典彫刻修復研

究所副所長  
62  

      234   

     延べ人数 1,376  
 

 

（２）ビブリオバトル首都決戦２０１５【共催】 

「ビブリオバトル２０１５ in やまがた」 

 日  時：平成２７年１０月２４日（土） 

 会  場：山形大学小白川図書館 

 参加者数：６人 

 

（３）山形大学男女共同参画シンポジウム【共催】 

男女共同参画国際シンポジウム 

「未来のグローバル化時代の男女共同参画」 

 日  時：平成２８年２月４日（木） 

１３：３０～１６：４０ 

 会  場：東京第一ホテル米沢 

 主  催：山形大学、県立米沢栄養大学、大日本印刷 

      株式会社研究開発センター 

参加者数： ７０人（女性３９人 男性３１人） 

内  容：(1) 基調講演「大学・企業に、今なぜダイバアーシティが必要か」 

講師：渥美 由喜（内閣府少子化危機突破タスクフォース制作推進チーム 
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リーダー） 

(2) 特別講演「研究、イノベーション、発展におけるジェンダーの新たな視点 

  ～男女共同参画は女性に限らない～」 

講師：Dr.Elizabeth Pollitzer（ロンドンの女性研究者団体「ポーシャ」の 

共同設立者） 

(3) 講師と会場参加者との質疑応答 

 

（４）小学生を対象とした体験型学習の開催【主催】 

小学生対象体験学習イベント 

「イヌワシふれあい体験 in やまがた 2015」 

日  時：平成２７年１１月１５日（日） 

場  所：ゆうキャンパス・ステーション及び 

山形駅西地区開発事業用地芝生ゾーン 

参加者数：小学生と保護者３３組 約７０名 

内  容：第１部 講演 

   「イヌワシと山形の自然」 

講師：高橋 誠（イヌワシの森倶楽部 代表） 

         第２部 体験学習 

         「イヌワシの飛ぶ姿を間近で体験！」 

         講師：高橋 誠（イヌワシの森倶楽部 代表）     鷹匠を囲んで 

         松原英俊（日本唯一の現役・鷹匠） 

 

（５）プロスポーツを活用した中山間地域活性化活動の開催【主催】 

 モンテディオ山形杯 雪中棚田サッカー大会in大蕨 2016 

日  時：平成２８年２月２０日（土） 

場  所：山辺町大蕨地区 

 参  加：一般１０チーム、モンテディオジュニアユース 

２チームの計１２チーム 

参加人数：１１０人 

・選手７０人 

・スタッフ４０人（うち芸工大学生ボランティア 

１３人） 

 

 

 

連携事業 

（担当：事務局） 

 

(1) 単位互換の推進 

  １．単位互換推進チラシ等を作成。 

  ２．単位互換受講者数 前期 延３６人 後期 延３９人 合計 延７５人。詳細は下記のとおり。 

  ３．「ゆうキャンパス単位互換」履修学生交通費支援制度により下記のとおり支援を行った。 
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交通費支援制度利用者数 前期４人 後期７人 合計１１人 

（東北公益文科大学…８人 山形県立米沢女子短期大学…２人 山形大学…１人） 

 

＜前期＞    

派遣大学等 受入大学等 科  目  名 人数 

山形大学 東北芸術工科大学 

サステイナブルコミュニティ 1 

起業論（山形講座） 4 

美術解剖学 1 

起業演習（山形講座） 1 

山形大学 東北公益文科大学 アントレプレナーシップ論 a（山形講座） 3 

県立米沢女子短期大学 山形大学 
山形を知り、山形を愛し、山形で働き、山形を

担う（山形講座） 
1 

東北文教大学 山形大学 
リーダーシップ論入門１（山形講座） 3 

リーダーシップ論入門２（山形講座） 2 

東北文教大学 山形大学 課題解決入門（山形講座） 1 

東北文教大学短期大学部 山形大学 課題解決入門（山形講座） 1 

東北芸術工科大学 山形大学 

リーダーシップ論入門１（山形講座） 1 

木の根坂集落で課題解決演習（山形講座） 1 

課題解決入門（山形講座） 1 

感じる山形５ ～教科書の向こう側へ～ 

（山形講座） 
4 

山形を元気にする企業家に学ぶ 

－ホンモノの地域貢献と地域活性化とは何か－ 

（山形講座） 

1 

東北芸術工科大学 山形県立保健医療大学 生体機能学Ⅰ（通年科目） 1 

東北芸術工科大学 放送大学 

初級簿記（’１０） 1 

管理会計（’１４） 1 

健康と社会（’１１） 1 

西洋音楽史（’１３） 1 

東北公益文科大学 山形大学 

感じる山形５ ～教科書の向こう側へ～ 

（山形講座） 
3 

最上川から山形を学ぶ（山形講座） 1 

東北公益文科大学 東北芸術工科大学 起業演習（山形講座） 1 

  前期合計 36 

 

＜後期＞    

派遣大学等 受入大学等 科  目  名 人数 

山形大学 東北芸術工科大学 社会調査法 1 

山形大学 東北公益文科大学 社会起業家論（山形講座） 1 

県立米沢女子短期大学 山形大学 
政治学入門 1 

法と裁判 1 
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県立米沢女子短期大学 山形大学 経済思想 1 

東北文教大学 山形大学 リーダーシップ論応用１（山形講座） 1 

東北芸術工科大学 山形大学 

リーダーシップ論応用１（山形講座） 3 

実践的コミュニケーション学（山形講座） 16 

感じる山形６ ～教科書の向こう側へ～（山形

講座） 
3 

東北芸術工科大学 県立保健医療大学 生体機能学Ⅰ（通年科目） 1 

東北芸術工科大学 放送大学 
心理臨床の基礎（’１４） 1 

情報社会のユニバーサルデザイン（’１４） 1 

東北公益文科大学 山形大学 

リーダーシップ論応用１（山形講座） 2 

感じる山形６ ～教科書の向こう側へ～ 

（山形講座） 
1 

課題解決入門（山形講座）、 1 

実践的コミュニケーション学（山形講座） 1 

東北公益文科大学 東北芸術工科大学 

ゲーム理論 1 

現代芸術論 1 

都市計画 1 

    後期合計 39 

 

(2) 大学等進学説明会 

高校生の進学意識形成や進学選択を支援するとともに、コンソーシアム加盟機関への進学率ア

ップを目指して「大学等進学説明会」を開催した。 

平成２７年度開催高校数 延１５校 

 

  高校名 期日 内容 対象及び人数 参加大学等 

1 新庄東高校 2015.5.19(火) 
進学相談会 
(2 回開催） 

2～3 学年進学
希望者  
42 名 

羽陽学園短期大学、東北公益
文科大学、東北文教大学短期
大学部、山形県立保健医療大
学、山形大学（５校） 

2 
県立新庄神室産業高
校 

2015.5.26(火) 
模擬講義と 
個別相談 

3 学年進学希望
者 
8 名 

羽陽学園短期大学、山形県立
産業技術短期大学校（山形
校）、山形県立農業大学校（３
校） 

3 県立小国高校 2015.5.27(水) 進学相談会 
2～3 学年の進
学希望者 
12 名 

羽陽学園短期大学、東北公益
文科大学、東北文教大学短期
大学部、山形県立保健医療大
学、山形県立米沢栄養大学、
山形大学（６校） 

4 県立酒田西高校 2015.5.28(木) 

概要説明等 1 学年 188 名 山形大学（１校） 

概要説明 
学部・学科
紹介 

2 学年 144 名 
東北芸術工科大学、山形県立
保健医療大学、山形県立米沢
栄養大学、山形大学（４校） 
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5 県立米沢商業高校 2015.6.17(水) 進学相談会 
3 学年希望者 
3 名 

東北芸術工科大学、山形県立
農業大学校（２校） 
3 校の参加依頼があったが、
調整の結果、2 校のみ参加と
なった。 

6 県立長井高校 2015.6.17(金) 
概要、学部・
学科説明 

3 学年  
176 名 

山形県立保健医療大学、山形
県立米沢栄養大学、山形県立
米沢女子短期大学、山形大学
（４校） 

7 酒田南高校 2015.6.19(金) 
全体説明、 
分野説明 
(2 回開催） 

2～3 学 
延 71 名 

羽陽学園短期大学、東北芸術
工科大学、東北公益文科大
学、東北文教大学・短期大学
部、山形県立産業技術短期大
学校（庄内校）、山形大学（６
校） 

8 庄内農業高校 2015.6.29(月) 進学相談会 
3 学年希望者 
10 名 

山形県立農業大学校、山形大
学（２校） 
3 校の参加依頼があったが、
調整の結果、2 校のみ参加と
なった。 

9 県立谷地高校 2015.7.16(木) 模擬講義 
1～2 学年全員、
3 学年希望者 
198 名 

羽陽学園短期大学、東北芸術
工科大学、東北文教大学短期
大学部、山形県立保健医療大
学、山形大学（５校） 

10 米沢中央高校 2015.7.27(月) 模擬講義 
1～3 学年特別
進学コース 
113 名 

東北公益文科大学、山形県立
保健医療大学、山形大学（３
校） 

11 県立新庄南高校 2015.9.17(木) 模擬講義 

1～2 学年全員
及び 3学年希望
者 
280 名 

羽陽学園短期大学、東北芸術
工科大学、東北公益文科大
学、東北文教大学・同短期大
学部、山形県立保健医療大
学、山形大学（６校） 

12 県立長井高校 2015.11.13(金) 
学部・学科
説明及び模
擬講義 

2 学年 193 名 
山形県立保健医療大学、山形
県立米沢栄養大学、山形大学
（３校） 

13 県立山形北高校 2015.11.25(水) 
大学内容説
明会 

1 学年 187 名 
1，2 学年保護者
約 71 名 

山形県立保健医療大学、山形
県立米沢栄養大学、山形大学
（３校） 

14 県立鶴岡中央高校 2015.12.9(水) 
学部・学科
説明会、個
別進学相談 

2 学年 109 名 

羽陽学園短期大学、東北芸術
工科大学、東北公益文科大
学、東北文教大学・短期大学
部、山形県立産業技術短期大
学校（庄内校）、山形県立保健
医療大学、山形県立米沢栄養
大学、山形県立米沢女子短期
大学、山形大学（９校） 

15 県立北村山高校 2015.12.10(木) 
進学相談会 
（２回開催） 

2 学年 延 61 名 

羽陽学園短期大学、東北芸術
工科大学、東北文教大学・同
短期大学部、山形県立産業技
術短期大学校（山形校）、山形
県立農業大学校、山形県立米
沢女子短期大学（６校） 

 

教職員の交流事業 

（担当：事務局） 

 「２０１５年度全国大学コンソーシアム協議会総会」及び「第１２回全国大学コンソーシアム研究交
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流フォーラム」へ参加した。 

期間：平成２７年９月１２日（土）～１３日（日） 

会場：石川県野々市市 金沢工業大学 扇が丘キャンパス 

【初日】 

 基調講演：「地方創生と大学の果たす役割」 

      講師 増田寛也（東京大学公共政策大学院客員教授） 

シンポジウム：「大学に求められる役割と大学コンソーシアムの新たな展開 

 －コミュニティ形成と地方奏創生時代における大学コンソーシアム－」 

【２日目】 

 第１分科会「地域創生における大学コンソーシアムの可能性を考えるワークショップ」参加 

 第２分科会「大学における「奨学生」の現状と将来の方向性について」参加   

     

 紀要等の電子化公開支援事業  

（担当：事務局） 

  「ゆうキャンパスリポジトリ」（山形大学旧サーバ版）について、今年度、国立情報学研究

所(NII)が運営する JAIRO Cloud へ「山形大学学術機関リポジトリ」(JAIRO Cloud 版)が移行

したことにより、加盟機関の紀要等を電子化する作業は行われないこととなった。 

今後は、加盟機関が各々リポジトリ（JAIRO Cloud 版）を立ち上げていくことになるため、

「ゆうキャンパスリポジトリ」は発展的解消となる見込みである。 

 

 広報事業  

（担当：事務局） 

(1) ゆうキャンパス広報リーフレット等の作成 

２０１４年度作成のリーフレットで広報を行った。２０１６年度に加盟機関の名称変更等があ

るため、２０１６年度に改めてリーフレットを作成する。 

 

(2) ゆうキャンパスホームページ等の充実・管理 

ＨＰの内容を随時更新し、内容を充実させた。 

 

(3) ゆうステの充実 

ゆうキャンパス・ステーションでの情報提供を継続。加盟校の学校案内、各種イベントポスタ

ー・チラシ、地域情報の提供を行った。 

 

 

 受託事業  

 

 (1)大学間連携共同教育推進事業「美しい山形を活用した「社会人力育成山形講座」の展開」の一部

事業の実施（担当：山形人材育成委員会） 

 

山形大学が代表校で申請した文部科学省大学間連携共同教育推進事業の採択を受けた事業名称

「美しい山形を活用した「社会人力育成山形講座」の展開」に係る以下の事業を展開した。 
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１．委員会・部会等の開催 

・山形人材育成委員会の総会、企画運営部会、共同教育部会、連携取組評価部会等の開催。 

 

２．連携取組評価 

・連携取組評価部会等の開催をとおして、本事業（連携取組）及び共同教育プログラムの 

評価を行った。 

 

３．共同教育ＦＤ事業 

・共同教育ＦＤの開催 

社会人力育成山形講座の共同教育評価をテーマとして開催し、共同教育の内容やその評価 

の成果や諸課題を議論することにより、担当教員の意識の改善や意欲の向上あるいは共同教 

育の情報共有を図るとともに、学生の学習・教育効果を高めるため実施した。 

 

４．広報事業 

・連携取組に関わる広報活動関連事項 

・単位互換制度活用関連事項（社会人力育成山形講座ハンドブックの作成） 

ハンドブックは各大学等の学生に山形講座の受講を推進するために発行。 

 

５．その他関連事業 

・当該事業に必要な関連業務 

 

 

 協力事業  

 

【協力】 日本一さくらんぼ祭り実行委員会 

     事業名：第４回 日本一さくらんぼ祭り 

     （学生パフォーマンス・やまがたゆうキャンパス 

ステージ） 

平成２７年６月２０日（土）11:00～16:00 

１１団体【８大学】 １３８名出演 

①山形大学ジャグリング同好会（５名）  

②白蓮空手道部【山形大学】（２３名）  

③山形大学花笠サークル四面楚歌（１５名）  

④花の会【保健医療大学】（２３名）[花笠踊り]  

⑤東北公益文科大学アカペラサークルまごペル（７名）  

⑥東北公益文科大学よさこいソーラン部蒼嵐（９名）  

⑦ASHINAMI（アシナミ）【羽陽学園短期大学】（２６名）[ダンス]  

⑧山形大学小白川ＪＡＺＺ研究会（８名）  

⑨米沢女子短期大学・米沢栄養大学合唱サークルdolce（１２名）  

⑩Cospicuo（コスピークオ）【東北文教大学】[バンド]（３名）  

⑪東北芸術工科大学 ウタイビト（アカペラ） （７名）  

以上 


